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こ
線
橋
と
未
来
の
か
け
橋
へ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事
を
確
実
に
進

め
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
、
町

民
、
電
車
待
ち
を
し
て
い
る
学
生

が
安
心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
環

境
を
構
築
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
の
推
進

　

双
葉
地
域
に
お
け
る
廃
炉
や
被

災
地
域
の
復
興
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
は
、
自
動
運
転
や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
や
大
規
模
農
業
の
実
現
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
に
お
い

て
研
究
開
発
が
実
施
さ
れ
、
そ
の

技
術
や
人
材
が
当
地
域
の
産
業
再

生
・
復
興
の
原
動
力
と
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
は
、
そ

の
拠
点
と
な
る
研
究
施
設
の
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
的
役
割
を
果
た
し
、

広
域
的
な
復
興
に
寄
与
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の

重
点
分
野
に
つ
い
て
は
、
地
元
企

業
や
高
等
学
術
機
関
に
加
え
て
国

際
機
関
な
ど
、
国
際
産
学
官
の
連

携
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
浜
通
り
の
現
状
・
課
題
を

整
理
し
、
技
術
の
実
用
化
及
び
具

体
化
に
向
け
本
格
的
な
事
業
化
を

推
進
す
る
た
め
に
、
専
門
家
を
は

じ
め
知
見
を
有
す
る
人
材
を
配
置

し
、
経
営
戦
略
の
構
築
、
地
元

企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
当
町
に

立
地
す
る
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園

中
高
一
貫
校
に
お
け
る
約
５
０
０

人
の
生
徒
が
、
自
立
、
協
働
、
創

造
の
校
訓
の
も
と
勉
学
に
励
ん
で

お
り
、
浜
通
り
に
進
出
し
た
研
究

機
関
や
企
業
の
求
め
る
人
材
育
成

に
と
っ
て
の
実
学
の
場
と
し
て
、

最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。
よ
り
高
度
な
就
学

の
場
で
あ
る
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
と
連
携
を
深
め
、
協
定
を

締
結
し
て
い
る
東
日
本
国
際
大
学

や
福
島
高
専
、
早
稲
田
大
学
環
境

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
と

の
取
り
組
み
を
充
実
・
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
組
み

　

地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ
る

気
候
変
動
は
、
世
界
各
地
に
洪
水

や
干
ば
つ
等
の
自
然
災
害
を
頻

発
さ
せ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い
て
パ

リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、「
産
業
革

命
前
か
ら
の
平
均
気
温
の
上
昇
幅

を
２
・
０
℃
未
満
と
し
、
１
・
５
℃

に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
」
と

の
国
際
目
標
が
広
く
共
有
さ
れ
ま

し
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
長
期
戦
略
と
し

て
、
今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、

２
０
２
０
年
10
月
に
は
、
菅
首

相
に
よ
る
所
信
表
明
に
お
い
て
、

２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
火
力
発
電
所
を
有
す

る
町
と
し
て
、
脱
炭
素
技
術
の
開

発
促
進
、
経
済
的
な
合
理
性
、
国

等
の
政
策
と
の
整
合
性
を
踏
ま

え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

補
完
を
成
し
得
な
が
ら
、
広
野
火

力
発
電
所
の
事
業
者
で
あ
る(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
共
に
、
持
続
可
能
な

将
来
像
を
描
く
た
め
、３
月
５
日
、

「
広
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
い
た
し
ま
し
た
。
環
境

省
の
指
導
の
も
と
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

㈱JERA広野火力発電所

教
育
全
般

　

新
学
習
指
導
要
領
お
よ
び
第
二

次
広
野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

く
教
育
活
動
を
展
開
し
、
ふ
た
ば

未
来
学
園
中
高
一
貫
校
と
の
連
携

を
見
据
え
な
が
ら
、
広
野
町
立
学

校
独
自
の
魅
力
あ
る
教
育
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
学
校
教

育
の
推
進

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
実
現
に
向
け
、
小
学
校
高

学
年
教
科
担
任
制
の
導
入
、
人
権

教
育
開
発
事
業
の
継
続
、
一
人
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
教
育
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
授
業

お
よ
び
家
庭
学
習
に
お
い
て
活
用

し
て
、
町
独
自
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
配
置
し
、
本
町
の
教
育
実
態
に

即
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
取
り
組

み
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教

育
の
推
進

　

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
成
す
る
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手

を
活
用
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、

中
学
校
に
お
い
て
異
文
化
交
流
、

国
際
理
解
や
国
際
協
調
の
学
び
を

目
的
と
し
た
東
日
本
国
際
大
学
と

の
交
流
事
業（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

デ
イ
）
を
新
た
に
開
始
し
、
小
中

学
校
児
童
生
徒
合
同
で
の
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異
文
化
交
流

宿
泊
体
験
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

地
域
と
学
校
が
協
働
す
る
学
び
の

創
造

　

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
人

的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、
映
像

制
作
を
通
し
て
「
ふ
る
さ
と
広
野

町
」
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
伝
統

と
文
化
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

広
野
町
の
未
来
と
地
域
の
復
興
に

貢
献
で
き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
創
造

学
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
環
境
の
構
築

　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
広
野
町
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
保
健

師
、
保
育
士
、
教
育
委
員
会
、
こ

ど
も
家
庭
課
職
員
が
密
に
連
携
を

と
り
、
部
署
の
垣
根
を
越
え
た
横

断
的
な
連
携
で
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
問
題
の
早
期
発
見
、
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
令
和

元
年
度
に
策
定
し
た
第
二
期
広
野

町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
地
域
一
丸
と
な
り
子
育
て

が
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

広
野
こ
ど
も
園
事
業

　

令
和
２
年
度
よ
り
広
野
こ
ど
も

園
に
お
い
て
３
歳
～
５
歳
児
を
対

象
と
し
た
「
言
葉
の
教
育
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
漢

字
カ
ー
ド
や
絵
本
で
楽
し
く
言
葉

を
学
び
、
毎
日
の
瞑
想
で
心
を
整

え
る
な
ど
、
日
々
語
彙
力
を
伸
ば

す
と
と
も
に
、
言
葉
を
通
し
て
徳

性
を
育
み
、
理
解
力
と
思
考
力
を

高
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
連
携
協

定
を
締
結
し
た
い
わ
き
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
と
は
今
後
、
園
児
や

職
員
の
交
流
や
施
設
見
学
な
ど
を

通
し
て
双
方
の
取
り
組
み
や
課
題

を
共
有
し
、
幼
児
教
育
の
質
の
向

上
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

児
童
福
祉
事
業

　

児
童
館
に
お
い
て
70
名
を
超
え

る
児
童
の
入
館
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
明
る
く
、
元
気
に
、
健
や
か

に
過
ご
せ
る
よ
う
指
導
体
制
も
含

め
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

環
境
対
策

　

各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
指
定
ご
み
を
収
集
日

以
外
に
出
さ
れ
て
い
る
事
案
や
不

要
と
な
っ
た
家
電
等
を
空
き
地
や

林
道
敷
に
不
法
投
棄
し
て
い
る
事

案
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
ご
み
収
集

園児への運動指導

日
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
、
広
報
等

に
よ
る
マ
ナ
ー
の
周
知
を
行
い
、

環
境
美
化
推
進
員
の
見
回
り
と
広

野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
お
い
て
、
関
連
事
業
所
等

へ
の
注
意
喚
起
に
取
り
組
み
ま
す
。

除
染
対
策

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
民
の

放
射
線
か
ら
の
不
安
払
拭
並
び
に

生
活
圏
に
お
け
る
放
射
線
の
状
況

に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
た
め
、

一
般
家
屋
及
び
公
共
施
設
の
敷
地

に
お
け
る
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
東
町

地
区
仮
置
場
に
あ
る
除
去
土
壌
等

除
染
廃
棄
物
は
、
環
境
省
に
お
い

て
全
て
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送

が
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
に
敷
地
内
の
原
形
復
旧
を
行
い

ま
す
。

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

　
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
よ
り
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持

と
表
土
の
流
出
に
伴
い
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止

を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
度
に
お
い
て
は
、
上
浅
見
川
字

小
名
入
、
虻
木
、
折
木
字
高
倉
な

ど
、
約
54
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

復
興
五
輪「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」
の

「
復
興
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
に
続

き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
に
も

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
キ
ャ
ン

プ
や
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
を
進

め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
期
間
中
に
は
、
都
内
で
開

催
さ
れ
る
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
ハ

ウ
ス
」に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
、
東
日
本

大
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
り
ご
支

援
を
頂
い
た
、
国
内
・
国
際
社
会

の
皆
様
に
感
謝
の
念
を
お
届
け
す

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

震
災
以
前
に
操
業
し
て
い
た
事

業
者
の
再
開
と
新
規
参
入
事
業
者

の
参
加
を
促
し
、
町
民
の
皆
様
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
、
需
要

を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
町
内
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
帰
還
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。
効
果
的
な
需
要

喚
起
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
住

民
登
録
は
な
く
と
も
町
に
法
人
登

録
し
て
い
る
事
業
所
や
商
工
会
加

盟
店
に
勤
務
し
て
い
る
方
を
販
売

対
象
に
加
え
、
事
業
効
果
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

公
民
館
に
お
け
る
社
会
教
育
及
び

社
会
体
育
事
業

　

多
様
化
す
る
社
会
生
活
や
家
庭

生
活
に
対
処
で
き
る
学
び
の
場
と

し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」、

各
種
文
化
教
室
の
開
催
な
ど
生
涯

学
習
を
推
進
さ
せ
、「
五
社
山
登

山
」「
集
団
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
」「
文
化
展
」「
生
涯
学
習
発

表
会
」
等
の
文
化
並
び
に
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
間

及
び
世
代
間
の
交
流
を
促
進
さ

せ
、
併
せ
て
交
流
人
口
の
拡
大
、

被
災
地
の
復
興
Ｐ
Ｒ
や
風
評
被
害

の
払
拭
を
図
り
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

震
災
か
ら
避
難
等
に
よ
り
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も
大

き
く
変
化
し
、
次
代
を
担
う
青
少

年
が
地
域
の
中
で
、
心
身
と
も
に

健
康
で
社
会
に
参
画
で
き
る
よ
う

青
少
年
の
健
全
育
成
を
町
民
総
ぐ

る
み
で
推
進
し
ま
す
。

言葉の教育を開始

第７回ふくしま学(楽)会


